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地球まるごと高齢化
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高齢者人口の高齢化
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2005年(実績) 2030年 2055年

75歳～
1,160( 9%)

65～74歳
1,407(11%)

15～64歳
8,409(66%)

～14歳
1,752(14%)

総人口
1億2,777万人

総人口
1億1,522万人

総人口
8,993万人

75歳～
2,266(20%)

75歳～
2,387(27%)

65～74歳
1,401(12%)

65～74歳
1,260(14%)

15～64歳
6,740(59%)

15～64歳
4,595(51%)

～14歳
1,115(10%)

～14歳
752(8%)

万人 万人 万人

歳歳 歳

注：2005年は国勢調査結果。総人口には年齢不詳人口を含むため、年齢階級別人口の合計と一致しない。
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長寿社会の課題と可能性

 個人の長寿化→ 人生９０年の設計
多様な人生設計が可能

多毛作人生も可能

自分らしく死ぬ

 人口の高齢化→社会のインフラ(ハード＆

ソフト）のつくり直し
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長寿社会のまちづくり ：コミュニティで社会実験

病院から在宅へ

病院 地域

24時間対応の訪問看護・介護

ニーズに即した
多様な住居

個々の状況に応じた
移動手段

かかりつけ医

高齢者を
地域の支え手に

遠隔医療

情報ネットワーク

健康情報

薬局

コスト

Quality of 
Life

(QOL)

評 価

プライマリケア体制

患者学

Quality of 
Community

(QOC)
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まちづくりの主要な領域

• 就労・社会参加・生きがい

• 生涯学習

• 人の繋がり

• 虚弱予防

• 包括的医療・介護システム

• 住宅

• 移動手段

• 情報システム
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２つのコミュニティーで社会実験

China

Korea

Pacific Ocean

Tokyo
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わいわい食堂

学童保育

配食サービス

セカンドライフの就労

紙おむつ
リサイクル工場

屋上農園

市民農園

ファーマーズ
マーケット

ミニ野菜工場
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活躍するシニア
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フレイル（虚弱）予防

問診

受付

採血

口腔①
唾液最近数
湿潤度
嚥下機能

体組成
（筋肉量）

身体測定
指輪っか

大腿四頭
筋エコー

アンケート
認知機能

身体能力
握力・TUG
ピンチ力
膝伸展力
座り立ち

歩行速度 口腔②
舌ｴｺｰ
歯式
ｶﾞﾑ・ｸﾞﾐ

最終チェック



地域包括ケアシステム

特別養護老人ホームリハビリ施設病院

訪問看護ステーション

在宅医療診療所

デイケアセンター

ケアマネジャー

ホームヘルパーステーション
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柏プロジェクトーＵＲ柏豊四季台団地内 サービス付き高齢者向け住宅

サービス付き高齢者向け住宅

薬局

自立棟

介護棟

居宅介護

小規模多機能

２４Ｈ訪問看護
24Ｈ訪問介護

子育て
支援施設地域交流

スペース
主治医
診療所

在宅療養
支援診療所

地域包括
支援ｾﾝﾀｰ

◇イメージ図

（株）学研ココファン 作成 12



地域のおける循環型住宅

13



高齢者にもやさしい移動手段

シルバー・ビークル

自転車・三輪車

道路計画の見直し 運転能力のアセスメント

コミュニティ・バス

カー・シェアリング
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ICTで安心と繋がりを

遠隔医療

健康管理

安心システム

コミュニケーション

インターネット・ショッピング
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Multi‐stakeholdersの協働

官庁

学術界

市民

産業界
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Universities

Industry Government

Citizens・NPO

Evaluation

Co‐Creation

Solution

Experimentation

企画（〜再点検）

準備・試作
Exploration

実践・検証

Test Bed評価

Living Lab 

Living Lab for Open Innovation

Living Lab＝住⺠（⽣活者・当事者）と「共創」するイノベーションの総体
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